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2025 年 10 月 22 日 

株式会社日立製作所 

Gen-AX 株式会社 

 

日立と Gen-AX、業務変革を加速する生成 AI 活用の成熟度モデル「MA-ATRIX」を無償公開 

7つの評価軸でお客さまの現状診断と生成AI導入・活用の段階的ロードマップ策定を支援 

 

株式会社日立製作所(以下、日立)と Gen-AX 株式会社(ジェナックス、以下、Gen-AX)は、組織の生成 AI 活用状

況を 7 つの評価軸で体系的に診断し、業務変革の段階的な推進とガバナンス強化を支援する成熟度モデル「MA-

ATRIX*1 (Maturity Assessment & AI TRansformation IndeX；Generative AI Adaptation Roadmap)」を共同開

発し、本日無償公開しました*2。「MA-ATRIX」は、日立がこれまでに創出した 1,000 件を超える生成 AI 活用のユースケ

ースと、Gen-AX が提供してきた、生成 AI を活用した SaaS*3 やコンサルティングサービスで培ったノウハウに基づいて開発し

ました。従来のモデルが AI 全般の導入度評価に重点を置いていたのに対し、「MA-ATRIX」は、従来では把握しきれなか

った生成 AI による業務変革の進展度を「組織」「コンプライアンス」「業務プロセスへの生成 AI 統合」など 7 つの独自の

評価軸で可視化し、実効性や段階的な推進まで診断します。これにより、お客さまは現状や課題を客観的に把握し、業

務変革に向けたロードマップ策定や投資判断が可能となります。今後は国内外のお客さまに広く活用されるモデルをめざ

して機能のレベルアップと普及促進を図り、社会全体の生成 AI の活用を拡大することで、お客さまの業務変革や新たな

価値創出を支援していきます。 

 

図 1 生成 AI 活用成熟度の成長イメージ 

 



 

 

図 2 生成AI活用の成熟度モデル「MA-ATRIX」の７つの評価軸 

*1 「MA-ATRIX」は、株式会社日立製作所が日本において商標出願中です。 

*2 「MA-ATRIX」公開資料 : https://github.com/ma-atrix 

*3 Software as a Service: インターネット経由でソフトウェアをサービスとして利用できるクラウドサービス 

 

背景および課題 

生成 AI 技術の急速な進展により、業務効率化やデータを活用した新たな価値創出への期待が高まっています。これ

まで日立では、Lumada(ルマーダ)ソリューションや「Generative AI センター」の活動を通じて*4、また Gen-AX は生成 AI を

活用した SaaS 提供やコンサルティングを通じて、お客さまの業務変革や生成 AI の利活用を支援してきました。今後、よ

り一層の業務変革の実現や組織全体での生成 AI 活用拡大のためには、生成 AI の活用効果や成熟度を客観的に診

断し、現状を可視化して最適なアクションにつなげる新たな指針が求められていました。 

*4: 新組織「Generative AI センター」により、生成 AI の社内外での利活用を推進し、Lumada 事業での価値創出の加速と生産性向上を実
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「MA-ATRIX」の特長 

そこで日立と Gen-AX は、生成 AI 活用の成熟度を客観的に評価し、段階的な業務変革を支援する「MA-ATRIX」

を開発しました。「MA-ATRIX」は、「組織」「コンプライアンス」「業務プロセス」「制度・仕組み」「データマネジメント」といった

従来の AI 導入モデルでも重視されてきた観点に加え、AI のさらなる活用や業務変革の観点を含めた「生成 AI 活用」

「業務プロセスへの生成 AI 統合」の全７件の評価軸と、「不完全な」から「最適化している」、さらに「AI によって自律的

に最適化された」のレベルまで、全 7 段階の成熟度レベルを設定しています。さらに、各評価軸ごとに成熟度レベルを判定

する具体的な基準を「ゴール」として定義し、その達成に向けた具体的な取組みや行動を「プラクティス」として示していま

す。これにより、お客さまの生成 AI 活用状況や課題を客観的に可視化し、次に進むべきアクションを明確にすることがで

https://github.com/ma-atrix
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2023/05/0515.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2023/05/0515.html


 

きます。「MA-ATRIX」を活用することで、現状に応じた改善活動やロードマップ策定、最適な投資判断を効果的に進め

ることが可能です。 

また、日立の豊富な生成 AI ユースケースと Gen-AX の SaaS 提供・コンサルティングの知見を融合し、国内外の多様

な業種と規模の組織に適用できる設計としました。オープンナレッジとして無償公開することで、幅広い分野の企業や公

共機関の業務変革推進に貢献します。 

 

 
図3 生成AI活用の成熟度モデル「MA-ATRIX」の７つの成熟度レベル 

 

IEEE Computer Society 2025 President・早稲田大学理工学術院 基幹理工学部 鷲崎弘宜教授のコメント 

AI の探求とは、突き詰めれば人の営みそのものの探求にほかなりません。生成 AI やエージェントの活用が進む今こそ、

従来の業務や組織のあり方を見直し、その価値を最大化するとともに、従来は不可能と考えられていた新たな価値を創

造する変革の好機です。特に重要なのは、生成 AI を業務に活用し、その成果からデータや知識を創造的に蓄積し、次

の活用へと組み込む発展的なサイクルの構築です。あわせて、その持続的な進展のための組織的な推進体制やコンプラ

イアンス、制度・仕組みづくりが成功の鍵を握ります。これらは一度に完成するものではなく、多面的かつ客観的に進展

度合いを評価し、関係者間による共通理解のうえで無理なく段階的に進めることが不可欠です。「MA-ATRIX」はまさに

そのための生成 AI 活用の成熟度診断の基盤を提供し、計画的な業務変革とガバナンス強化を可能にします。グローバ

ルな視点からも有効性が高く、生成 AI の活用促進と業務変革の実効性向上に大きく寄与することが期待されます。 

 

日立製作所 AI CoE Generative AI センター 本部長 兼 デジタルシステム＆サービスセクター Chief AI 

Transformation Officer 吉田順のコメント 

日立は、これまでお客さまや社会の課題解決をめざし、Generative AI センターを中心に社内外での生成 AI 活用を徹

底し、ノウハウや技術を積み重ねてきました。その中で、実感したことは根本的な課題の見える化と、評価の定量化の重

要性です。組織の中で、それらを共有することで、プロジェクトの実効性の向上や、段階的評価をもとにした継続・成長が

可能になります。今回、Gen-AX さまと連携し作成した「MA-ATRIX」が、生成 AI 導入の障壁を乗り越える一つのツール

になることを期待しています。今後、本ツールをまずは日立社内で活用拡大し、ナレッジを蓄積しながら、お客さまへの価値

提供を検討していきます。 

 

Gen-AX 代表取締役社長 CEO 砂金信一郎のコメント 



 

Gen-AX は、「生成 AI 技術活用の羅針盤として、業務を AI 時代に Fine-tuning していく」というキーメッセージを掲

げ、生成 AI を活用した SaaS を提供するだけではなく、 AI 時代に必要な業務 KPI の設計やデータ管理の仕方も含めた

コンサルティングサービスを提供しています。その中で、日本の企業の生成 AI 活用の羅針盤となるよう、「MA-ATRIX」を開

発しました。日立だけでなく、生成 AI に関わる企業と連携しながら、企業の AI 利活用を、具体的にサポート、変革して

いくことで、企業の未来を共に創造していくことをめざしています。 

 

今後の展望 

今後、日立と Gen-AX は、お客さまからのフィードバックや活用事例を反映するとともに、産業界や学術界との連携を

広げ、「MA-ATRIX」のさらなる改良・進化を進めていきます。 

日立は、「MA-ATRIX」の社内試行を通して有効性を確認してきました。今後「MA-ATRIX」の活用を拡大し、現場の

業務改善や組織の変革に取り組みながら、実践を通じて得たノウハウを着実に蓄積していきます。体系的にプロジェクト

の生成 AI 活用成熟度や課題を把握し、解決ソリューションを展開することで、日立とお客さまのビジネス変革や現場イノ

ベーションを実現していきます。 

Gen-AX は、この「MA-ATRIX」で得られるお客さまの生成 AI 活用の成熟度も参考に、お客さまへの適切なコンサルテ

ィングサービスと、プロダクトの提供・開発をさらに促進していきます。そして、生成 AI・企業向け AI エージェントを活用した

SaaS の提供やコンサルティングを通じて企業の AI 利活用と業務変革をサポートし、企業の未来創造に貢献していきま

す。 

 

日立製作所について 

日立は、IT、OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用した社会イノベーション事業(SIB)を通じて、環境・幸福・経済成長が調和するハーモナイズドソ

サエティの実現に貢献します。デジタルシステム&サービス、エナジー、モビリティ、コネクティブインダストリーズの 4 セクターに加え、新たな成長事業を創

出する戦略 SIB ビジネスユニットの事業体制でグローバルに事業を展開し、Lumada をコアとしてデータから価値を創出することで、お客さまと社会の

課題を解決します。2024 年度(2025 年 3 月期)売上収益は 9 兆 7,833 億円、2025 年 3 月末時点で連結子会社は 618 社、全世界で約 28

万人の従業員を擁しています。詳しくは、www.hitachi.co.jp をご覧ください。 

 

Gen-AX について 

Gen-AX(ジェナックス)は、ソフトバンクの 100％子会社として 2023 年 7 月に設立され、生成 AI を活用した SaaS プロダクトの開発・提供と、企

業の AX(AI トランスフォーメーション)を支援するコンサルティングサービスを展開しています。自律思考型 AI や LLM Ops などの先端技術をコアに、コン

タクトセンターやバックオフィス領域をはじめとする顧客接点の革新を推進し、人と AI が共創する新しい顧客体験を実現します。さらに、ソフトバンク

のグループの AI 戦略中核企業として、社会や産業が抱える課題解決に貢献しています。詳しくは、https://www.gen-ax.co.jp/ をご覧ください。 

 

お問い合わせ先  

株式会社日立製作所 研究開発グループ Gen-AX 株式会社 

問い合わせフォーム： 

https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hqrd/news/jp/form.jsp 

 

問い合わせフォーム： 

https://www.gen-ax.co.jp/contact/ 

 

http://www.hitachi.co.jp/
https://www.gen-ax.co.jp/
https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hqrd/news/jp/form.jsp
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